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コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
を
専

攻
す
る
２
年
次
生
の
選
択
必

修
科
目
「
応
用
演
習
」
の
活

動
な
ど
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
隣
接
す
る
生
田
緑
地
で
学

生
が
地
域
の
人
々
と
行
っ
た

四
つ
の
活
動
を
報
告
し
た
。

　
応
用
演
習
で
は
、
親
子
で

も
の
づ
く
り
を
体
験
し
な
が

ら
科
学
的
な
視
野
を
養
う
カ

ガ
ク
お
も
ち
ゃ
を
８
種
類
開

発
し
た
。
川
崎
市
立
登
戸
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
一

緒
に
模
型
を
作
り
上
げ
る
こ

と
で
「
子
ど
も
た
ち
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
能
動
的
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
」
と
紹
介
。

「
地
域
の
課
題
解
決
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
知
恵
や
知
識
を
出

し
合
い
、
長
期
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
人
々
が
参

画
し
や
す
い
仕
組
み
を
研
究

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
多
摩
区
・
３

大
学
連
携
協
議

会
は
、
多
摩
区

と
専
修
大
学
、

明
治
大
学
、
日

本
女
子
大
学
の

区
内
３
大
学
が

協
定
を
締
結
。

地
域
活
性
化
や

課
題
解
決
に
向

け
実
践
的
な
取

り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
）
が
「
Ｆ
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｄ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
‥

生
田
緑
地
で
親
子
が
楽
し
く

学
ぶ
自
然
科
学
学
習
キ
ッ
ト

の
開
発
」
と
題
し
て
発
表
し

た

写
真
。
上
平
教
授
は
、

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部

の
学
生
食
堂
が
４
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
３
号

館
裏
の
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ

（
１
、
２
階
）
と
生
田
会
館

（
１
、
２
階
）
の
運
営
会
社

　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
自
分

の
体
の
状
態
を
理
解
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
る
た

め
の
方
法
を
学
ぶ
「
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」（
体
育
事

務
課
主
催
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究

所
協
力
）
が
３
月
23
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
体
育
会
で
活
躍
す
る
女

子
学
生
ら
約
１
０
０
人
が
女

性
特
有
の
体
の
リ
ズ
ム
、
ア

ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
必
要
な

栄
養
に
関
す
る
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
る
女
子
選
手
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
」「
無
月
経
」

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
。
司
会
進
行
を

務
め
た
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
の

相
澤
勝
治
文
学
部
准
教
授
は

「
月
経
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

食
事
の
と
り
方
は
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
。
正
し
い
知
識
を
得
て
、

競
技
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
立
教
女
学
院
短
大
講
師
の

中
村
有
紀
さ
ん
（
女
性
ス
ポ

ー
ツ
医
学
）
が
「
女
性
の
か

ら
だ
の
し
く
み
（
月
経
）
と

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
題
し

て
講
演
。
月
経
周
期
に
よ
る

生
理
的
変
化
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
与
え
る
影
響
は
少
な

い
が
、
月
経
周
期
に
よ
る
心

身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
変
化

に
対
し
て
は
対
策
が
可
能
で

あ
り
「
異
常
が
あ
る
場
合
は

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
（
代
表
‥
原
田
博
夫
経
済

学
部
教
授
）
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
社
会
政
治
学
部
社

会
学
科
と
の
共
催
で
、
第
３

回
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
、
社
会
政
策
と
社

会
変
動
」
と
題
し
て
３
月
４

日
か
ら
６
日
ま
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
マ
グ
ラ
ン
の
プ
ラ
タ

ラ
ン 

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。
こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
外
務
省
の
「
日
本
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周

年
記
念
事
業
」
に
認
定
さ
れ

た
ほ
か
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

研
究
所
、
日
本
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
、
城
南
信
用
金
庫
か

ら
後
援
を
受
け
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア

ジ
ア
７
カ
国
地
域
で
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸

福
）
の
現
状
と
規
定
要
因
を

比
較
分
析
す
る
こ
と
と
、
そ

れ
を
通
じ
て
こ
の
地
域
の
大

学
・
研
究
機
関
か
ら
な
る
国

際
的
な
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
１
日
目
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
係
者
の
研
究
報
告
が

行
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
を
含
め

８
カ
国
か
ら
27
人
が
参
加
し

た
。
複
数
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
計

量
分
析
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う

概
念
の
理
論
的
・
実
践
的
含

意
な
ど
、
学
術
的
に
き
わ
め

て
高
度
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。

　
２
日
目
は
、
地
元
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
大
学
の
研
究
者
や
大

学
院
生
も
参
加
し
た
よ
り
オ

ー
プ
ン
な
研
究
交
流
が
行
わ

れ
（
参
加
者
40
人
）、
報
告

希
望
者
多
数
の
た
め
一
部
を

並
行
部
会
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
盛
況
だ
っ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
社
会
的
排
除

（
貧
困
）
や
開
発
に
伴
う
格

差
の
問
題
な
ど
、
政
策
的
に

重
要
度
の
高
い
諸
課
題
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
論

的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
報
告

が
行
わ
れ
、
踏
み
込
ん
だ
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
３
日
目
は
現
地
視
察
を
行

っ
た
。

　
本
学
か
ら
の
登
壇
者
は
原

田
代
表
、
金
井
雅
之
人
間
科

学
部
教
授
、
嶋
根
克
己
同
教

授
、
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
矢
崎

　
２
０
１
８
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
期
）
の
留

学
生
は
英
語
コ
ー
ス
に
24

人
。
留
学
先
と
派
遣
期
間
、

氏
名
、
学
部
学
年
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学

（
米
国
、
３
月
29

日
〜
９
月
３
日
）

▽
長
島
聖
波
（
経

済
３
）
▽
緑
川
修

一
（
経
済
３
）
▽

田
部
瑛
介
（
経
済

３
）
▽
松
田
華
奈

（
経
済
２
）
▽
秋

山

奈

緒
（

経

営

３
）
▽
田
畠
茉
璃

杏
（
商
４
）
▽
安

友
瑞
穂
（
文
３
）

▽
長
尾
恵
太
郎

（
文
３
）
▽
守
屋

翔
音
（
文
３
）

●
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
（
カ
ナ
ダ
、
４

月
21
日
〜
７
月
23
日
）

▽
大
倉
あ
か
ね
（
経
済
２
）

▽
野
口
凜
太
郎
（
法
２
）
▽

熊
田
圭
佑
（
経
営
３
）
▽
上

里
朝
哉
（
経
営
３
）
▽
野
中

俊
宏
（
商
３
）
▽
岡
安
健
太

（
文
３
）
▽
本
田
僚
馬
（
文

３
）
▽
星
野
杏
美
（
文
３
）

▽
増
田
和
土
（
文
３
）
▽
宮

城
杏
南
（
文
２
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
４
月
６
日

〜
８
月
20
日
）

▽
長
谷
川
暉
人
（
商
３
）
▽

宮
地
大
雅
（
文
３
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
４
月
20
日
〜

７
月
29
日
）

▽
藤
田
智
也
（
経
済
３
）
▽

西
尾
隆
臣
（
経
営
３
）
▽
芦

野
友
太
（
文
３
）

中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
前
期
）に
24
人

髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長（
右
端
）

と
中
期
留
学
生

各国から集まったコンソーシアムのメンバー

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
（
原
田
博
夫
代
表
）
は
、

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
共
同
利

用
基
盤
施
設
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ-

Ｄ
Ｓ
）
社
会
デ
ー
タ
構
造
化

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
と
学

術
交
流
・
協
力
の
覚
書
を
３

Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ-

Ｄ
Ｓ
と

学
術
交
流
・
協
定
覚
書

第
３
回
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
 

８
カ
国
の
研
究
者
が
議
論

月
１
日
付
で
交
わ
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
度
ま
で
に
ア
ジ
ア

の
７
カ
国
で
国
際
比
較
調
査

を
実
施
し
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
整
備
し
て
世

界
中
の
研
究
者
に
公
開
す
る

こ
と
が
最
終
年
度
に
向
け
て

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
締
結
に
よ
り
さ
ら
な
る

研
究
効
果
が
期
待
で
き
る
。

期
間
は
２
０
１
９
年
３
月
31

日
ま
で
。

慶
太
郎
氏
の
４
人
。

　
２
０
１
４
年
度
に
始
ま
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年
度

の
当
た
る
本
年
度
は
、
６
月

の
韓
国
ソ
ウ
ル
で
の
国
際
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
、
11
月
の

本
学
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本

お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け

る
専
修
大
学
の
学
術
的
存
在

感
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

（
金
井
雅
之
）

ソーシャル・ウェルビーイング研究センター

パフォーマンス高める方法学ぶ

女性アスリート向けセミナー開講

早
め
に
専
門
医
の
診
察
を
受

け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
㈱
明
治
広
報
部
で
管
理
栄

養
士
の
高
梨
麗
さ
ん
は
「
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な
食

事
、
栄
養
」
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
炭
水
化
物
、
た
ん
ぱ

く
質
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
「
５
大
栄
養

素
」
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
む

食
事
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

保
つ
上
で
必
要
不
可
欠
。
理

想
的
な
献
立
に
加
え
、
コ
ン

ビ
ニ
や
外
食
な
ど
、
食
事
の

取
り
方
に
つ
い
て
も
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。「
強
く

な
る
た
め
に
は
１
日
３
食
の

食
事
は
大
切
。
体
は
食
べ
た

も
の
で
で
き
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

生田学食リニューアル

が
東
京
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
に
代

わ
っ
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
は
Ａ
ラ

ン
チ
４
９
０
円
、
Ｂ
ラ
ン
チ

４
６
０
円
、
日
替
わ
り
丼
４

２
０
円
、
本
日
の
ス
パ
ゲ
テ

ィ
４
０
０
円
な
ど
。
生
田
会

館
は
人
気
の
か
ら
揚
げ
セ
ッ

ト
４
０
０
円
を
は
じ
め
、
カ

レ
ー
や
め
ん
類
な
ど
幅
広
い

メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
う
。

　「
学
生
さ
ん
好
み
の
メ
リ

ハ
リ
の
利
い
た
味
付
け
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
重
視
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
全
メ
ニ
ュ
ー
お
勧
め

で
す
」
と
引
き
続
き
腕
を
振

る
う
菊
地
意
策
店
長
は
話

す
。

　
ワ
ン
コ
イ
ン
で
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
朝
食
が
食
べ
ら
れ

る
と
好
評
の
「
１
０
０
円
朝

食
」
が
、
今
年
度
も
４
月
10

日
か
ら
神
田
、
生
田
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
学
生
に
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
学

生
部
が
企
画
し
、
２
０
１
４

年
９
月
に
開
始
。
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
は
１
号
館
地
下
２
階

１
０
０
円
朝
食

今
年
度
も
実
施

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
１
日
50
食

限
定
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は

10
号
館
４
階
シ
ダ
ッ
ク
ス
で

同
１
０
０
食
限
定
。
日
替
わ

り
定
食
や
カ
レ
ー
な
ど
か
ら

選
べ
る
。

　
通
常
３
５
０
円
の
メ
ニ
ュ

ー
を
１
０
０
円
で
提
供
、
差

額
は
大
学
が
補
助
す
る
。
来

年
１
月
29
日
ま
で
の
土
日
、

祝
日
、
夏
期
休
暇
、
冬
期
休

暇
を
除
く
授
業
実
施
日
に
提

供
。
午
前
９
時
ま
で
に
食
券

を
購
入
す
る
。

　
多
摩
区
・
３
大
学
連
携
協

議
会
の
２
０
１
７
年
度
「
大

学
・
地
域
連
携
事
業
」
報
告

会
が
３
月
23
日
、
川
崎
市
多

摩
区
総
合
庁
舎
で
開
か
れ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の

上
平
崇
仁
教
授
（
グ
ラ
フ
ィ

上
平
教
授
が
活
動
報
告

 

多
摩
区
・
３
大
学
連
携
協
議
会

にぎわう生田会館の学生食堂

女性アスリートの体に起こる課題と対処法を説明する中村さん


